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要旨

　本研究の目的は，大学で学ぶ4年間で，青年女子がどの
ように「保護される立場」から「保護する立場」に成長し
ていくのか．また，どうやって「保護する立場」に必要な
力を身につけていくのかについて明らかにしようするもの
であった．
　調査対象は，大学に入学した直後の95名の女子大学生
である．調査の質問紙は，幼児期の親との関係（就学前の
母子関係尺度），中学高校時期の親との関係（IPA尺度），
現在の親を中心とした対人関係のあり方（IWM尺度），
ソーシャルスキルに関する項目，養護性に関する項目から
なる．
　本報告では，養護性とソーシャルスキルとの関連．養護
性と幼児期，中学高校時期，現在の親を中心とした対人関
係のあり方との関連について検討した．その結果，幼児期
の親との関係（就学前の母子関係）では養護性との関連が
深いことが示された．また，中学高校時期（IPA）では養
護性の中でも特に「親に対するポジティブな感情」と関連
が深く，現在の親を中心とした対人関係（IWM）では，
ソーシャルスキルとの関連が深いことが示された．また，
養護性とソーシャルスキルには多くの関連が認められ，
ソーシャルスキルを高めることが，養護性を高めることに
繋がることが示唆された．

問題と目的

　本研究の目的は，大学で学ぶ4年間で，青年女子がどの
ように「保護される立場」から「保護する立場」に成長し
ていくのか．また，どうやって「保護する立場」に必要な
力を身につけていくのかについて明らかにしようするもの
である．報告（1）では，主に大学に入学した直後の女子
大学生のソーシャルスキルについて検討すると共に，幼児
期から現在までの愛着関係のあり方との関連を検討する．
報告（2）では，大学に入学した直後の女子大学生の養護
性について検討すると共に，幼児期から現在までの愛着関
係のあり方との関連について検討する．また，養護性と
ソーシャルスキルとの関連についても検討していく．
　エリクソンは，人間を身体的・心理的・社会的存在とし
てとらえ，成人期の発達課題として「世代性:generativety
（生殖性）」をあげている．『世代性』とは「次世代を支え
ていく子どもたちや，次世代に役立つ価値を産出し，はぐ
くみ，時間をかけて育てていくことに関する積極的関与」
である．
　筆者らも，この「世代性」成人期の課題が順調に遂行さ
れるための先行資質として，「育児性」や「次世代育成力」，
「養護性」，「親準備性」が重要であると考え，これまで
「養護性」を取り上げて研究してきた．
　井森・岩治ら（2004），岩治（2005）では，養護性の形
成を青年期の重要な課題として捉え，青年期の養護性に関
して尺度の構成を試みると共に，養護性の発達に影響を与
えると思われる要因との関連について検討した．また岩
治・井森（2008）では，青年期後期の養護性が乳幼児期か
ら現在までの親子関係，すなわち愛着や親の養育態度・行
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動とどのように関連しているのかについて，女子大学生に
よって書かれた生育史を分析することにより検討した．そ
の結果，現在および過去の安定的な愛着関係は，養護性に
対してポジティブで安定したイメージを与えること．男性
においては現在の対人関係が，女性においては就学前の母
子関係が養護性と関連が深いことが示唆された．また，親
との関係が良好であることは，養育経験を肯定的に受け止
めることにつながり，養護性を高めること等が示された．
　George&Solomon（1996,1999）は，養育システムを自分
の中に構築するプロセスの一部分として，個人は思春期か
ら妊娠期・出産期にかけて，幼い子どもに保護を与える養
育者としての自分の表象を，今までの「アタッチメントし
ている者」としての表象に対応させつつ，しかし，個別に
構築することになるとし，養護性の発達にとって青年期の
重要性を指摘している．
　また，養育システムは，その発達的な根源を子ども時代
のアタッチメント関係の文脈における，自己と他者につい
ての内的作業モデルに持つが，標準的な条件下では，アタ
ッチメントシステムとは別に養育システム自体が発達する
としている．また，これら2つのシステムは同じスピード
で発達するのではないし，あるいは，同じ感受期を共有し
ているわけでもないが，養育についてのIWMの構築は，
アタッチメントのIWMの構築と対応して進行するとして
いる（George&Solomon,1996,1999）．
　本研究では，青年期の重要性を指摘しているこの理論に
基づき，大学で学ぶ4年間で，青年女子がどのように「保
護される立場」から「保護する立場」へと成長していくの
か．またどうやって，「保護する立場」に必要な力を身に
つけていくのかを，養護性の発達と変化を追うことにより
検討していく．
　また，養護性の発達に重要な意味をもつ指標として，こ
れまでにも関連が指摘されている愛着を取り上げると共に，
本研究では，養護性の具体的な行動指標としてソーシャル
スキルを取り上げ，その関連を検討していく．
　本報告（2）では，1）大学に入学した直後の女子大学生
の養護性を測定し，その特徴を捉えること．2）養護性と
ソーシャルスキルとの関連について検討すること．3）養
護性と幼児期からこれまでの愛着関係のあり方との関連に
ついて検討することを目的とする．

方法

1．対象者：首都圏のＡ女子大学1年生95名（全員この
研究の対象者になることに同意）
　年齢18～19歳 
2．実施時期；2009年4月上旬
3．実施方法；入学直後のオリエンテーションの最後に

調査への協力を依頼し，質問紙を配布，その場で回答
してもらった（回答時間は20分程度）．
4．調査内容：学籍番号，年齢，家族構成，年下の子ど
もの世話経験等を含むフェイスシートと，次のような
文章完成式設問および選択肢式設問からなる．

〈文章完成項目〉
（1）「私にとって大学とは　　　 」「私にとって母と
は　　　 」「私にとって父とは　　　 」「私にとって
友だちとは　　　 」「私にとって子どもとは　　　 」
「私にとって尊敬すべき人とは　　　 」の6項目につ
いて，それぞれ2文ずつ作成してもらった．

〈選択肢式設問〉
　ソーシャルスキルに関する質問項目
（2）「ＱＵ尺度中学生用」：ＱＵ尺度の中にあるソーシャ
ルスキルに関する尺度から，対人関係を営むために必
要なスキルである，「配慮尺度4項目」「かかわり尺度
5項目」の計9項目について，「1．ほとんどしていな
い」から「4．いつもしている」までの4段階で評定
してもらった．

（3）「成人用ソーシャルスキル自己評定尺度」（相川・藤
田,2005）：ソーシャルスキルをコミュニケーションス
キルと対人スキルの2つの側面からとらえた尺度であ
り，「関係開始尺度8項目」「解読8項目」「主張性7項
目」「感情統制4項目」「関係維持4項目」「記号化4項
目」の計35項目について，「1．ほとんどあてはまら
ない」から「4．かなり当てはまる」までの4段階で
評定してもらった．
愛着に関する質問項目
（4） 「ＩＰＡ尺度」（井上ら,2006）：中学高校時代の親と
の関係について，「信頼6項目」「コミュニケーション
6項目」「疎外6項目」の計18項目について，「1．ほ
とんど当てはまらない」から「4．かなり当てはまる」
までの4段階で評定してもらった．

（5） 成人愛着内的ワーキングモデル尺度（戸田・琢
磨,1988），就学前の母子関係尺度（酒井, 2001）：現在
の愛着を測定する内的作業モデル（IWM）について，
「安定性6項目」「アンビバレント性6項目」「回避性6
項目」の計18項目と，就学前の母子関係に関する尺
度16項目のうち，「就学前の安定的な母子関係3項目」
「就学前の拒否的な母子関係3項目」「就学前のアンビ
バレントな母子関係3項目の計9項目，合わせて27項
目について，「1．全くそう思わない」から「4．非常
にそう思う」までの4段階で評定してもらった．

（6）養護性尺度（岩治, 2004）：中西・栗津（1997）の
養護性尺度61項目のうち52項目，小野寺（2003）の
可能自己尺度7項目のうち6項目，伊藤（2003）の子
ども・子育てに関する意識尺度8項目のうち2項目，
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伊藤（2003）の同性の親への同一視・性受容尺度3項
目の計63項目について，「1．全くそう思わない」か
ら「4．非常にそう思う」までの4段階で評定しても
らった．

　5.本報告で分析する設問：本研究では主に設問（3）（4）
（5）（6）の回答について分析を行う．

結果と考察

　本研究で分析対象となった被験者は，報告（1）で示さ
れた通り，対象者95名のうち質問紙の各尺度にすべて回
答していた90名である．

1．大学に入学時点における養護性について
　本研究では，岩治が2005年に行った養護性尺度63項目
についての因子分析（男子学生170名，女子学生161名，
平均年齢20.97歳）によって示された，46項目6下位尺度
を使用し分析を行った．これは，「子ども・赤ちゃんへの
関心（17項目）」「親に対するポジティブな感情（10項目）」
「親になることへの積極的志向（5項目）」「奉仕的な志向
（5項目）」「将来の子育てに対するネガティブな予測（4項
目）「動植物への関心（5項目）」からなる．（Table1）
　各下位尺度得点は，各尺度の項目の得点を合計すること
により算出した（Table2）．
　まず，2005年の研究で得られた尺度得点を以下に示す．
2005年の研究では，大学，大学院，医療系専門学校の男
女学生387名，有効回答数331名（男子学生170名，女子
学生161名）を対象に実施した．学生の学部は，産業，工
学，法学，医療，心理，器楽などであり，学びの分野が一
つに偏ることなく，一般的な大学生で構成されたものであ
った．
　男子学生の得点は，「子ども・赤ちゃんへの関心：
46.84」「親に対するポジティブな感情：28.28」「親になる
ことへの積極的志向：14.71」「奉仕的な志向：11.08」「将
来の子育てに対するネガティブな予測：9.24」「動植物へ
の関心：13.49」であり，女子学生の得点は「子ども・赤
ちゃんへの関心：51.94」「親に対するポジティブな感情：
30.27」「親になることへの積極的志向：15.63」「奉仕的な
志向：12.14」「将来の子育てに対するネガティブな予測：
9.55」「動植物への関心：14.04」であった．また，大学生
全体での得点は「子ども・赤ちゃんへの関心：49.32」「親
に対するポジティブな感情：29.25」「親になることへの積
極的志向：15.15」「奉仕的な志向：11.61」「将来の子育て
に対するネガティブな予測：9.39」「動植物への関心：
13.76」であった．

　今回得られた各下位尺度得点は，「子ども・赤ちゃんへ
の関心：52.58」「親に対するポジティブな感情29.63」「親
になることへの積極的志向15.74」「奉仕的な志向：14.29」
「将来の子育てに対するネガティブな予測：9.73」「動植物
への関心13.03」であり，2005年の研究で得られた女子学
生の得点よりも，「親に対するポジティブな感情」と「動
植物への関心」において多少低い傾向が示された．しかし，
その他の尺度得点では2005年を上回る得点が得られており，
大学に入学した直後の養護性は，高い傾向にあると言える．
　また，今回の対象者の大きな特徴として「奉仕的な志
向」の得点が高く示されたことが上げられる．これは，今

Table1　養護性（４６項目）
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回対象にした学生が福祉や教育，心理の分野を学び，人の
援助に関わる学問領域を専攻していることが関係している
と考えられる．
　なお，各下位尺度の項目数で除して求めた各尺度得点は，
「子ども・赤ちゃんへの関心：3.10」「親に対するポジティ
ブな感情：2.96」「親になることへの積極的志向：3.15」
「奉仕的な志向：2.86」「将来の子育てに対するネガティブ
な予測：2.43」「動植物への関心：2.61」「養護性：2.94」
であった．

2．養護性とソーシャルスキルとの関連
　養護性とソーシャルスキルとの関連を検討するため，養
護性の6つの各下位尺度得点とソーシャルスキルの6つの
各下位尺度得点について相関係数を算出し検討した．なお，
ソーシャルスキル尺度得点については6つの下位尺度のう
ち，他の下位尺度とは異質である「感情統制」を除いた5
つの下位尺度得点の合計を使用した． 
　その結果（Table3），養護性の各下位尺度とソーシャル
スキルの各下位尺度との間では，「子ども・赤ちゃんへの
関心」と「関係開始（r=.22）」「関係維持（r=.30）」「記号
化（r=.25）」との間に弱い正の相関がみられた．「親に対
するポジティブな感情」では，「関係開始（r=.27）」「主張
性（r=.24）」「感情維持（r=.25）」「記号化（r=.34）」との
間に弱い正の相関がみられ，「感情統制（r=-.28）」との間
に，弱い負の相関が示された．「親になることへの積極的
志向」については，「感情統制」を除く，「関係開始（r
＝.32）」「解読（r＝.23）」「主張性（r＝.22）」「関係維持（r
＝.31）」「記号化（r＝.26）」の下位尺度間で弱い正の相関
がみられた．「奉仕的な志向」では，「関係開始（r=.25）」
「解読（r=.21）」「関係維持（r=.30）」との間に弱い正の相
関が示された．また，「将来の子育てに対するネガティブ
な予測」との間には，「関係開始（r=-.31）」「主張性（r=-
.27）」「記号化（r=-.28）」との間に弱い負の相関が示され
た．

　なお，養護性とソーシャルスキルの各下位尺度間では，
「 関 係 開 始（r=.28）」「 関 係 維 持（r=.38）」「 記 号 化
（r=.32）」との間に弱い正の相関が示され，ソーシャルス
キルと養護性の各下位尺度間では，「子ども・赤ちゃんへ
の関心（r=.24）」「親に対するポジティブな感情（r=.31）」
「親になることへの積極的志向（r=.35）」「奉仕的な志向
（r=.28）」との間に弱い正の相関がみられた．また，「将来
の子育てに対するネガティブな予測（r=-.32）」との間に
は弱い負の相関が示された．
　なお，「養護性尺度」と「ソーシャルスキル尺度」との
間には弱い正の相関がみられた（r=.32）．
　このように，養護性の下位尺度である，「子ども・赤ち
ゃんへの関心」や「親に対するポジティブな感情」「親に
なることへの積極的志向」や「奉仕的な志向」，「将来の子
育てに対するネガティブな予測」は，ソーシャルスキルの
「関係開始」「関係維持」「記号化」との間に，関連が多く
みられ，関わりが深いことが示唆された．
　「関係開始」は，初対面の相手と関係を構築していくた
めに必要なスキルであり，「関係維持」は，もともと持っ
ている関係を維持していくために必要なスキルである．ま
た，「記号化」は，相手に自らの意思を伝えるために行う，
エンコーディングに関わるスキルである．
　また，「親に対するポジティブな感情」や「親になるこ
とへの積極的志向」「将来の子育てに対するネガティブな
予測」は，ソーシャルスキルの「関係開始」「関係維持」
「記号化」との関連以外にも，相手の意思を尊重しながら
も，自分の意思を抑えることなく相手に伝えるスキルであ
る，「主張性」との間に関連が示されていた．
　さらに，「親になることへの積極的志向」や「奉仕的な
志向」では，ソーシャルスキルの「関係開始」「関係維持」
「記号化」との関連の他に，「解読」との関連が示された．
この「解読」は，個人が相手の意思を受け取るために行う，
ディコーディングに関わるスキルである．
　赤ちゃんや子どもの世話をするときには，対象とする子

Table２　養護性尺度の下位尺度得点
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Table３　養護性とソーシャルスキルとの関係

どもや赤ちゃんの要求を的確につかみ，その要求に対して
的確に応じることが必要である．これはまさに，ソーシャ
ルスキルの「解読」のスキルであり，また，同時にその要
求に応じるための技能として，子どものこころに共感でき
ることや，実際にいつ，どのようなタイミングで子どもを
抱いたり，ミルクを与えたりすればよいかという，「関係
開始」や「関係維持」などのスキルが必要であると考えら
れる．
　このように，子どもの要求をどのように読み取るかや，
子どもとどのように関わりを持っていくかは，ソーシャル
スキルそのものであり，ソーシャルスキルを高めることが，
養護性を高めることに関係し，さらに養育に対するスキル
も高めることが示唆される．

3．養護性とこれまでの対人関係のあり方との関連
　養護性と就学前の母子関係・IPA・ IWM との関連を検
討するため，養護性の6つの各下位尺度得点と就学前の母
子関係の3つの下位尺度得点，IPAの3つの下位尺度得点
及びIWMの3つの下位尺度得点の計9つの各下位尺度得
点について相関係数を算出し検討した（Table4）．
　就学前の母子関係と養護性との間には，「就学前の安定
的な母子関係」と「子ども・赤ちゃんへの関心（r＝.86）」
「親に対するポジティブな感情（r＝.24）」「親になること
への積極的志向（r＝.52）」「奉仕的な志向（r＝.31）」と
の間に中程度から高い正の相関がみられ，「将来の子育て
に対するネガティブな予測（r＝-.21）」との間に弱い負の
相関がみられた．「就学前の拒否的な母子関係」では「親
に対するポジティブな感情（r＝-.43）」との間に中程度の
負の相関が示され，「将来の子育てに対するネガティブな
予測（r=.42）」との間に中程度の正の相関がみられた．
　IPAと養護性との間には，「信頼」と「親に対するポジ
ティブな感情（r=.67）」との間に高い正の相関が示され，
「コミュニケーション」との間にも「親に対するポジティ
ブな感情（r=.41）」との間に中程度の正の相関がみられた．
また，「疎外」では「親に対するポジティブな感情（r=-
.42）」との間に中程度の負の相関が示され，「将来の子育
てに対するネガティブな予測（r=.45）」との間に中程度の
正の相関が示された．

　IWMと養護性との間には，「安定性」と「親に対するポ
ジティブな感情（r=.42）」「親になることへの積極的志向
（r=.34）」「奉仕的な志向（r=.29）」との間に中程度の正の
相関がみられ，「将来の子育てに対するネガティブな予測
（r=-.27）」との間に弱い負の相関がみられた．「回避性」
では「子ども・赤ちゃんへの関心（r=-.23）」「親に対する
ポジティブな感情（r=-.33）」との間に弱い負の相関が示
され，「将来の子育てに対するネガティブな予測（r=.28）」
との間に弱い正の相関が示された．また，「アンビバレン
ト性」では「親に対するポジティブな感情（r=-.28）」との
間に弱い負の相関がみられ，「将来の子育てに対するネガテ
ィブな予測（r=.38）」との間に弱い正の相関が示された．
　このように，養護性と就学前の母子関係・IWMとの関
連については，これまでの研究と同様の結果が得られ，就
学前の安定的な母子関係と養護性の各下位尺度との間に関
連が多く見られた．特に，就学前の安定的な母子関係と養
護性との関連は強く，中でも「子ども・赤ちゃんへの関
心」において強い相関が示された．また，IPAでは「親に
対するポジティブな感情」との間に関連が多く示され，特
に「信頼」との間に強い関連が示された．
　George ＆ Solomon（1996）によれば，養育表象を自分
の中に構築するプロセスの一部として，個人は幼い子ども
に保護を与える養育者としての自分の表象を，これまでの
「愛着するもの」としての表象に対応させつつ，しかしそ
れとは個別に構築すると考察している．そしてこの「養育
するもの」としての自分を構築する過程において，①私は
将来子どもを守ることができるだろうか．②私は子どもを
保護したいとのぞむだろうか．という２つの問いを自分に
発し，この問いが発せられることにより，これまでの親と
一緒にすごした幼少期や学童期などの親子関係を必然的に
振り返ることになるとしている．
　本研究においても，中学高校時期の親との関係が「親に
対するポジティブな感情」と関連していることが示され，
中学高校時期にあたる思春期から青年期にかけての時期が，
親との関係を振り返る重要な時期であり，また，養護性の
獲得においても重要な意味を持つ時期であることが示唆さ
れた．
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1．大学に入学時点における養護性について
　大学に入学した直後の養護性に関しては，2005年の研
究で得られた得点と比較して，「親に対するポジティブな
感情」及び「動植物への関心」が多少低い得点をしめした
が，養護性としては高い傾向が示された．また，特に「奉
仕的な志向」の得点が高かった．これは，今回対象になっ
た学生が福祉や教育，心理の分野を学び，人の援助に関わ
る学問領域を専攻していることが関係していると考えられる．

2．養護性とソーシャルスキルとの関連
　養護性の下位尺度とソーシャルスキルの下位尺度の関係
から，養護性とソーシャルスキルには多くの関連が認めら
れ，ソーシャルスキルを高めることが，養護性を高めるこ
とに繋がることが示唆された．
　また，養護性スキルの開発には，初対面の相手と関係を
構築していくために必要なスキルである「関係開始」スキ
ルや，もともと持っている関係を維持していける「関係維
持」スキルのような，対人場面において実際に必要とされ
る具体的なスキルが備わっていることが重要であることが
示唆された．加えて，相手に自らの意思を伝えるために行
う，エンコーディングに関わるスキルである「記号化」の
ような，コミュニケーションに関わるスキルの開発が重要
であることが示唆された．
　さらに，「親に対するポジティブな感情」や「親になる
ことへの積極的志向」「将来の子育てに対するネガティブ
な予測」のような，親から受けた養育に対する認知や，将
来の養育に対する意識は，「関係開始」や「関係維持」「記
号化」に加えて，相手の意思を尊重しながらも，自分の意
思を抑えることなく相手に伝えるスキルである「主張性」
と関連があることが示された．
　また，「親になることへの積極的志向」や「奉仕的な志
向」など，ポジティブな養育感情や世話に対する意識につ
いても，「関係開始」や「関係維持」「記号化」との関連の
他に，個人が相手の意思を受け取るために行う，ディコー

ディングに関わるスキルである「解読」との関連が示唆さ
れた．

3．養護性と愛着との関連
　養護性尺度と就学前の母子関係及びIPA，IWMとの関
連について，これまでの研究でも示された通り，就学前の
母子関係と養護性との間に関連が多く示された．また，
IWMと養護性との間にも多くの関連が示された．特に，
就学前の安定的な母子関係と養護性との関連は強く，中で
も「子ども・赤ちゃんへの関心」において強い相関が示さ
れた．
　IPAと養護性との関連では，「親に対するポジティブな
感情」との間に関連が多く示され，特に「信頼」との間に
強い関連が示された．中学高校時期にあたる思春期から青
年期前期の時期は，親との関係を振り返る重要な時期にあ
たり，また，養護性の獲得においても重要な意味を持つ時
期であることが示唆された．

今後の課題

　今回の研究において用いたソーシャルスキルは，ソーシ
ャルスキルを「コミュニケーション・スキル」および「対
人スキル」の2側面から測定することのできる尺度であっ
た．しかし，ソーシャルスキルの概念が包括的であること
を考えると，この2つのタイプのスキルから構成されてい
た尺度とはいえ，ソーシャルスキルのごく一部を測定して
いたに過ぎないと言える．また，ソーシャルスキルの定義
をどのように見据えるのか．また，どのような側面から構
成するかによって，測定されるソーシャルスキルは変わっ
てくることになり，養護性等との関連も変化すると考えら
れる．よって，本研究でえられた結果は，今回使用した尺
度によるものであるところが大きく，一般的なソーシャル
スキルとの関連として解釈することは危険である．
　今後，どのような内容をソーシャルスキルとして据える
かを検討し，ソーシャルスキルの定義および構成を見直し
た上で，再度，養護性等との関連を検討する必要がある．

Table４　養護性と就学前の母子関係・IPA・IWMとの関係
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　また，養護性の具体的な行動レベルを図る指標として，
どのようなものが考えられるかも含め，検討する必要があ
る．
　なお，大学生がどのように「保護される立場」から「保
護する立場」へと発達していくのかを検討するには，その
過程を追う必要があり，今後も縦断的な研究が必要である．

付記

　本研究の調査に協力して下さいました受講生の諸姉に感
謝いたします．
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Abstract
	 The purpose of this study was, how the adolescent girls will grow up to a “position to be protected” from a “position 
to protect” in four years studying at the university. And this research examines how to acquire power necessary for “pro-
tected standpoint”.
	 The subjects of the study were 95 female university students. The questionnaire, included questions about attachment 
and nurturance and social skills on a self-rating scale for adults scale.
	 The mother-child relationship in preschool period, the parental attitude of the junior high school period, and high 
school period and attachment in young adults were examined. The relation between attachment and the social skill nur-
turance was examined.
	 The relation of a preschool mother-child dyad to protection is deep. It is deeply related to “Positive feelings to parents” 
and parental attitude of the junior high school period and high school period. A lot of relations were admitted in nurtur-
ance and the social skill. So it was suggested that to connect with the upbringing, improving the social skill of nurturance 
is important.


